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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第115期

第２四半期連結
累計期間

第116期
第２四半期連結
累計期間

第115期
第２四半期連結
会計期間

第116期
第２四半期連結
会計期間

第115期

会計期間

自  平成21年
    12月１日
至  平成22年
    ５月31日

自  平成22年
     12月１日
至  平成23年
     ５月31日

自  平成22年
      ３月１日
至  平成22年
      ５月31日

自  平成23年
     ３月１日
至  平成23年
     ５月31日

自  平成21年
    12月１日
至  平成22年
    11月30日

売上高 (千円) 2,500,0322,328,6951,278,8511,140,6455,006,992

経常利益 (千円) 269,064 248,275 131,295 113,358 501,560

四半期(当期)純利益　又
は四半期純損失(△)

(千円) 154,389 61,044 79,265 △13,332 286,182

純資産額 (千円) ― ― 6,834,7056,902,1576,950,433

総資産額 (千円) ― ― 14,743,70413,669,28714,335,619

１株当たり純資産額 (円) ― ― 466.61 471.16 474.47

１株当たり四半期
(当期)純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

(円) 10.58 4.18 5.43 △0.91 19.62

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 46.2 50.3 48.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 248,263 419,097 ― ― 529,042

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 117,377 509,298 ― ― 12,458

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △135,765△894,618 ― ― △553,177

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 290,830 83,054 49,277

従業員数 (名) ― ― 82 84 85

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。　
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び連結子会社２社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年５月31日現在

従業員数(名)
84

［113］

(注) 　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は［　］内に当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員を外数で記載

しております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年５月31日現在

従業員数(名) 44

(注) 　従業員数には他社への出向者２名は含めておりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」及び「セグメント情報等

の開示に関する会計基準の適用指針」を適用しておりますが、前第２四半期連結会計期間における事業

の種類別セグメントと当第２四半期連結会計期間の報告セグメントが同一のため、前年同四半期比を記

載しております。

　
(1) 生産実績

生産部門がないため、該当事項はありません。

　
(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとの営業収益内訳で示すと、次のとおり

であります。

　

セグメントの名称

前第２四半期連結会計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成23年３月１日
至　平成23年５月31日)前年同四半期比増減額

（百万円）
売上高
（百万円）

構成比
（％）

売上高
（百万円）

構成比
（％）

物流事業 1,15090.0 1,05492.5 △95

不動産事業 128 10.0 85 7.5 △42

計 1,278100.0 1,140100.0 △138

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　
２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。　

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」及び「セグメント情報等

の開示に関する会計基準の適用指針」を適用しておりますが、前第２四半期連結会計期間における事業

の種類別セグメントと当第２四半期連結会計期間の報告セグメントが同一のため、前年同期比を記載し

ております。

　
(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジアを中心とした新興国の経済成長をもとに企業

収益に改善の兆しがみられたものの、平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響により、先行き厳し

い状況が続くものと思われます。

この様な経済環境の下、当第２四半期連結会計期間における当社グループの業績は、売上高が前年同期比

138百万円(10.8％)減の1,140百万円、営業利益は前年同期比25百万円(16.1％)減の130百万円、経常利益は

前年同期比17百万円(13.7％)減の113百万円、四半期純利益は前年同期比92百万円(116.8％)減の13百万円

の純損失となりました。

　
セグメント別の業績は、次の通りであります。

物流事業

物流事業の売上高は保管料、貸庫料、運送料の減少により前年同期比95百万円減の1,054百万円、セグメ

ント利益（営業利益）は前年同期比21百万円減の196百万円となりました。

不動産事業

不動産事業の売上高は不動産賃貸料、雑収入の減少により前年同期比42百万円減の85百万円、セグメン

ト利益（営業利益）は前年同期比12百万円減の39百万円となりました。

　
当第２四半期連結会計期間における主な減収要因は、東日本大震災の影響による保管料、運送料の減少

と、主力貸倉庫のテナント入替えによる売上高の減少によるものです。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における財政状態は、総資産が前期末比666百万円減少し13,669百万円と

なりました。負債は前期末比618百万円減少し6,767百万円、純資産は前期末比48百万円減少し6,902百万

円となり、この結果自己資本比率は50.3％となりました。

　
(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は83百万円となり第１四半期連結会

計期間末に比べ２百万円減少となりました。

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失31百万円、減価償却費114百万円、災害損失及び災害損失引当金の増加210百

万円、その他負債の増加73百万円、賞与引当金の減少26百万円などにより営業活動によるキャッシュ・フ

ローは292百万円の増加となりました。前年同期に比べ、営業活動によるキャッシュ・フローは28百万円

増加しております。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは有形固定資産の売却による収入514百万円、貸付金の回収による

収入28百万円となりましたが、有形固定資産の取得による支出22百万円等により524百万円の増加となり

ました。前年同期に比べ、投資活動によるキャッシュ・フローは353百万円増加しております。

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは短期借入金が733百万円減少し、長期借入れによる収入200百万

円、長期借入金の返済による支出258百万円、配当金の支払28百万円により819百万円の減少となりまし

た。前年同期に比べ、財務活動によるキャッシュ・フローは563百万円減少しております。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、設備の新設及び除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 19,200,000

計 19,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年７月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,600,00014,600,000
東京証券取引所市場

第二部

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式。
単元株式数は1,000株であり
ます。

計 14,600,00014,600,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年３月１日～
－ 14,600 － 2,527,600 － 2,046,936

平成23年５月31日
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(6) 【大株主の状況】

平成23年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

尾張屋土地㈱ 東京都中央区日本橋大伝馬町12-16 3,278 22.45

山崎商事㈱ 東京都江東区千石1丁目3-8 800 5.48

東京海上日動火災保険㈱ 東京都千代田区丸の内1丁目2-1 654 4.48

三菱ＵＦＪ信託銀行㈱
東京都港区浜松町2丁目11-3
(常代)日本マスタートラスト信託銀行㈱

460 3.15

養命酒製造㈱ 東京都渋谷区南平台町16-25 400 2.74

峯　島　一　郎 東京都小金井市 349 2.39

ホーチキ㈱ 東京都品川区上大崎2丁目10-43 310 2.12

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2丁目7-1 308 2.11

榊　原　　　学 愛知県西尾市 305 2.09

㈲八峯 東京都中央区日本橋大伝馬町12-16 264 1.81

計 ― 7,129 48.83

(注) １　所有株式数は、千株未満を切り捨て表示しております。

２　発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第３位を四捨五入表示しております。

３　三菱ＵＦＪ信託銀行㈱の「住所」欄に記載の住所は常任代理人の住所であり、同行の住所は東京都千代田区丸

の内1丁目4-5であります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

普通株式
13,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,549 同上
14,549,000

単元未満株式
普通株式

― 同上
38,000

発行済株式総数 14,600,000― ―

総株主の議決権 ― 14,549 ―

(注)　「単元未満株式」には当社所有の411株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
東京都江東区富岡2-1-9 13,000 ― 13,000 0.09

丸八倉庫株式会社

計 ― 13,000 ― 13,000 0.09

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
12月

平成23年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月

最高(円) 179 187 187 184 169 170

最低(円) 169 171 180 127 162 160

(注)　本項の株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成22年３月１日から平成22年５月31日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年12月１日から平成22年５月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成23年３月１日から平成23年５月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年12月１日から平成23年５月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成22年３月１

日から平成22年５月31日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年12月１日から平成22年５月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成23年３月１日から平成23年５月31日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年12月１日から平成23年５月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 83,054 49,277

受取手形及び営業未収入金 293,530 327,988

繰延税金資産 50,027 50,027

その他 91,042 88,876

流動資産合計 517,654 516,169

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,199,980 5,347,287

機械装置及び運搬具（純額） 227,598 232,303

土地 6,133,249 6,572,536

建設仮勘定 － 1,645

その他（純額） 205,082 222,854

有形固定資産合計 ※
 11,765,911

※
 12,376,628

無形固定資産

借地権 995 995

その他 24,970 28,014

無形固定資産合計 25,965 29,009

投資その他の資産

投資有価証券 682,228 694,476

従業員に対する長期貸付金 11,068 11,638

差入保証金 443,004 443,004

会員権 20,703 20,703

繰延税金資産 170,581 176,397

その他 36,767 72,191

貸倒引当金 △4,600 △4,600

投資その他の資産合計 1,359,755 1,413,811

固定資産合計 13,151,632 13,819,449

資産合計 13,669,287 14,335,619
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年11月30日)

負債の部

流動負債

営業未払金 99,344 112,508

短期借入金 2,133,454 2,803,583

未払金 53,241 45,816

未払費用 102,948 115,572

未払法人税等 43,634 48,680

未払消費税等 24,362 16,778

前受金 181,305 189,160

災害損失引当金 183,139 －

その他 14,452 10,460

流動負債合計 2,835,884 3,342,560

固定負債

長期借入金 2,748,593 2,871,533

退職給付引当金 213,927 214,832

役員退職慰労引当金 224,631 214,549

長期預り保証金 733,273 740,405

その他 10,819 1,305

固定負債合計 3,931,245 4,042,624

負債合計 6,767,129 7,385,185

純資産の部

株主資本

資本金 2,527,600 2,527,600

資本剰余金 2,046,936 2,046,936

利益剰余金 2,309,139 2,350,201

自己株式 △2,845 △2,845

株主資本合計 6,880,829 6,921,891

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △8,217 △972

評価・換算差額等合計 △8,217 △972

少数株主持分 29,546 29,514

純資産合計 6,902,157 6,950,433

負債純資産合計 13,669,287 14,335,619
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年５月31日)

売上高 2,500,032 2,328,695

売上原価 1,871,930 1,758,748

売上総利益 628,101 569,946

販売費及び一般管理費 ※1
 315,406

※1
 289,320

営業利益 312,695 280,626

営業外収益

受取利息 620 533

受取配当金 2,396 2,396

補助金収入 1,000 600

その他 933 3,180

営業外収益合計 4,949 6,710

営業外費用

支払利息 48,580 39,061

営業外費用合計 48,580 39,061

経常利益 269,064 248,275

特別利益

有形固定資産売却益 3,798 74,496

受取和解金 － 17,500

特別利益合計 3,798 91,996

特別損失

有形固定資産除却損 － 77

有形固定資産売却損 450 －

会員権評価損 4,000 －

貸倒引当金繰入額 3,000 －

災害による損失 － ※2
 210,635

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,819

その他 － 11,500

特別損失合計 7,450 233,032

税金等調整前四半期純利益 265,412 107,239

法人税等 110,288 46,163

少数株主損益調整前四半期純利益 － 61,075

少数株主利益 735 31

四半期純利益 154,389 61,044
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年５月31日)

売上高 1,278,851 1,140,645

売上原価 964,090 866,789

売上総利益 314,761 273,856

販売費及び一般管理費 ※1
 159,332

※1
 143,433

営業利益 155,428 130,422

営業外収益

受取利息 334 293

受取配当金 50 50

補助金収入 1,000 600

その他 456 2,165

営業外収益合計 1,840 3,109

営業外費用

支払利息 25,973 20,173

営業外費用合計 25,973 20,173

経常利益 131,295 113,358

特別利益

有形固定資産売却益 3,798 74,496

受取和解金 － 2,500

特別利益合計 3,798 76,996

特別損失

有形固定資産除却損 － 41

有形固定資産売却損 450 －

災害による損失 － ※2
 210,635

その他 － 11,500

特別損失合計 450 222,176

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

134,644 △31,821

法人税等 54,863 △18,162

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △13,659

少数株主利益又は少数株主損失（△） 515 △327

四半期純利益又は四半期純損失（△） 79,265 △13,332
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 265,412 107,239

減価償却費 235,526 227,060

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,000 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,226 △904

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △36,056 10,082

災害損失引当金の増減額（△は減少） － 183,139

受取利息及び受取配当金 △3,016 △2,929

支払利息 48,580 39,061

保険返戻金 － △230

有形固定資産売却損益（△は益） △3,348 △74,496

有形固定資産除却損 － 77

会員権評価損 4,000 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,819

災害損失 － 27,495

売上債権の増減額（△は増加） 18,354 34,457

その他の資産の増減額（△は増加） △5,084 △768

仕入債務の増減額（△は減少） △26,909 △13,164

未払消費税等の増減額（△は減少） △33,987 8,192

その他の負債の増減額（△は減少） △17,098 △47,042

小計 451,599 508,089

利息及び配当金の受取額 3,016 2,929

利息の支払額 △48,735 △39,970

災害損失の支払額 － △10,839

法人税等の支払額 △167,588 △41,111

法人税等の還付額 9,971 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 248,263 419,097

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △82,629 △39,727

有形固定資産の売却による収入 247,950 514,331

貸付金の回収による収入 2,937 29,569

貸付けによる支出 － △970

差入保証金の差入による支出 △50,155 －

差入保証金の回収による収入 90 －

長期前払費用の取得による支出 △804 －

その他の支出 △10 △10

その他の収入 － 6,106

投資活動によるキャッシュ・フロー 117,377 509,298
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年５月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 305,207 △629,789

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △339,670 △363,280

自己株式の取得による支出 △107 －

配当金の支払額 △101,195 △101,549

財務活動によるキャッシュ・フロー △135,765 △894,618

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 229,875 33,776

現金及び現金同等物の期首残高 60,954 49,277

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 290,830

※
 83,054
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【継続企業の前提に関する事項】

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年12月１日  至  平成23年５月31日)

会計処理基準に関する事項の変更

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用

しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は10,819千円減少しております。また、当

会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は10,819千円であります。

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年12月１日  至  平成23年５月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３年24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年３月１日  至  平成23年５月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３年24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年12月１日  至  平成23年５月31日)

固定資産の減価償却費の算定方法

減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年12月１日  至  平成23年５月31日)

税金費用の計算

税金費用については、当第２四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用して

おります。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果になる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日)

前連結会計年度末
(平成22年11月30日)

※　　有形固定資産の減価償却累計額   6,574,582千円※　　有形固定資産の減価償却累計額　 6,360,506千円

　 　
　２　債務保証　　　　　　　　　　　　 258,337千円 　２　債務保証　　　　　　　　　　　　 305,329千円

　　江東倉庫事業協同組合に債務保証を行っております。 　　江東倉庫事業協同組合に債務保証を行っております。

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年５月31日)

※１　主たる販売費及び一般管理費

報酬及び給与 147,801千円

法定福利費 20,119千円

退職給付費用 13,602千円

賞与 24,399千円

役員退職慰労引当金繰入額 14,438千円

支払手数料 24,632千円

賃借料 13,627千円

 

―――――――――――
 

※１　主たる販売費及び一般管理費

報酬及び給与 137,976千円

法定福利費 18,456千円

退職給付費用 10,085千円

賞与 18,731千円

役員退職慰労引当金繰入額 12,482千円

支払手数料 23,940千円

賃借料 13,627千円

 

※２　災害による損失

　　東日本大震災による損失を計上しており、その内容は

建物等の原状回復費用等210,635千円であります。な

お、原状回復費用等は現時点で合理的な見積りが可

能な範囲で損失を計上しております。

　

第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年５月31日)

※１　主たる販売費及び一般管理費

報酬及び給与 72,655千円

法定福利費 10,197千円

退職給付費用 7,075千円

賞与 24,057千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,786千円

支払手数料 12,868千円

賃借料 6,813千円

 

―――――――――――
 

※１　主たる販売費及び一般管理費

報酬及び給与 67,118千円

法定福利費 8,886千円

退職給付費用 5,958千円

賞与 18,731千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,359千円

支払手数料 12,486千円

賃借料 6,813千円

 

※２　災害による損失

　　東日本大震災による損失を計上しており、その内容は

建物等の原状回復費用等210,635千円であります。な

お、原状回復費用等は現時点で合理的な見積りが可

能な範囲で損失を計上しております。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年５月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 290,830千円

預入期間が３か月超の定期預金 ―　千円

現金及び現金同等物 290,830千円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 83,054千円

預入期間が３か月超の定期預金 ―　千円

現金及び現金同等物 83,054千円

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成23年５月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成22年12月1日  

至  平成23年５月31日)

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 14,600,000

　

　

２．自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 13,411

　

　

３．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年２月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 102,106 ７ 平成22年11月30日 平成23年２月28日

　

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

４．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年５月31日)

　 　 　 　 (単位：千円)

項　　目 物流事業 不動産事業 合　計 消去又は全社 連　結

    売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 1,150,738128,1131,278,851 ― 1,278,851

(2) セグメント間の内部売上
　　高又は振替高

― ― ― ― ―

    売上高計 1,150,738128,1131,278,851 ― 1,278,851

    営業費用 932,16475,4401,007,604115,8181,123,423

    営業利益 218,57352,672271,246(115,818)155,428

(注) １　事業区分は、当社グループにおける事業別収入区分によっております。

２　各事業の主な業務

(1)物流事業・・・・倉庫業務、一般貨物自動車運送業務、運送取次業務

(2)不動産事業・・・不動産の造成、売買、不動産仲介業務、マンション、オフィスビル等の賃貸業務

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年12月１日  至  平成22年５月31日)

　 　 　 　 (単位：千円)

項　　目 物流事業 不動産事業 合　計 消去又は全社 連　結

    売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 2,276,605223,4272,500,032 ― 2,500,032

(2) セグメント間の内部売上
　　高又は振替高

― ― ― ― ―

    売上高計 2,276,605223,4272,500,032 ― 2,500,032

    営業費用 1,834,469124,5111,958,981228,3552,187,337

    営業利益 442,13598,916541,051(228,355)312,695

(注) １　事業区分は、当社グループにおける事業別収入区分によっております。

２　各事業の主な業務

(1)物流事業・・・・倉庫業務、一般貨物自動車運送業務、運送取次業務

(2)不動産事業・・・不動産の造成、売買、不動産仲介業務、マンション、オフィスビル等の賃貸業務

　

EDINET提出書類

丸八倉庫株式会社(E04296)

四半期報告書

21/30



　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年５月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年12月１日  至  平成22年５月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年５月31日)

当社及び連結子会社２社は、全て本邦内にて取引をしているため該当事項はありません。

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年12月1日  至  平成22年５月31日)

当社及び連結子会社２社は、全て本邦内にて取引をしているため該当事項はありません。
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【セグメント情報】

　

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

当社グループは、営業所・不動産部及び連結子会社を拠点とし事業活動を行っており、業務の内容、役

務の提供方法ならびに類似性に基づき事業を集約し「物流事業」と「不動産事業」の２つを報告セグメ

ントとしております。

各事業の主要な業務は以下のとおりです。

(1)物流事業・・・・倉庫業務、一般貨物自動車運送業務、運送取次業務

(2)不動産事業・・・不動産の造成、売買、仲介及び管理、コンサルテーション業務、マンション、オフィ

スビル等の賃貸業務

　

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年12月１日  至  平成23年５月31日)

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結損
益計算書計上
額　(注) ２物流事業 不動産事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,155,930172,7642,328,695 ― 2,328,695

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 2,155,930172,7642,328,695 ― 2,328,695

セグメント利益 413,283 82,734 496,018△215,391 280,626

(注) １　セグメント利益の調整額△215,391千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。なお、全

社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当第２四半期連結会計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年５月31日)

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結損
益計算書計上
額　(注) ２物流事業 不動産事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,054,78685,8591,140,645 ― 1,140,645

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,054,78685,8591,140,645 ― 1,140,645

セグメント利益 196,970 39,906 236,877△106,454 130,422

(注) １　セグメント利益の調整額△106,454千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。なお、全

社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　
(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。　

　

(デリバティブ取引関係)

ヘッジ会計を適用しておりますので、開示の対象から除いております。　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

資産除去債務の総額について重要性が乏しいため、注記を省略しております。

　

(賃貸等不動産関係)

賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日に比べて著し

い変動が認められません。

　

EDINET提出書類

丸八倉庫株式会社(E04296)

四半期報告書

25/30



　

(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日)

前連結会計年度末
(平成22年11月30日)

　 　

　 471.16円
　

　 　

　 474.47円
　

　
２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後の１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年５月31日)

１株当たり四半期純利益金額 10.58円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純
利益金額については、潜在株式がないため記
載をしておりません。

　

　

１株当たり四半期純利益金額 4.18円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純
利益金額については、潜在株式がないため記
載をしておりません。

　

　

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年５月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 154,389 61,044

普通株式に係る四半期純利益(千円) 154,389 61,044

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 14,587,519 14,586,589

　
第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年５月31日)

１株当たり四半期純利益金額 5.43円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純
利益金額については、潜在株式がないため記
載をしておりません。

　

　

１株当たり四半期純損失金額 △0.91円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純
利益金額については、１株当たり四半期純損
失であり、また、潜在株式がないため記載をし
ておりません。

　

　

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年５月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半
期純損失(△)(千円)

79,265 △13,332

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
(△)(千円)

79,265 △13,332

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 14,587,236 14,586,589
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうちリース取引開始日が平成20年11月30日以前のリース

取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期

間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載して

おりません。

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年７月９日

丸八倉庫株式会社

取締役会　御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　吉　川　正　幸

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　新　井　達　哉

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　久　塚　清　憲

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸八

倉庫株式会社の平成21年12月１日から平成22年11月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成22年３月１日から平成22年５月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年12月１日から平成22年５

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸八倉庫株式会社及び連結子会社の平成22年

５月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年７月７日

丸八倉庫株式会社

取締役会　御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　吉　川　正　幸

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　久　塚　清　憲

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸八

倉庫株式会社の平成22年12月１日から平成23年11月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平

成23年３月１日から平成23年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年12月１日から平成23年

５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸八倉庫株式会社及び連結子会社の平成23年

５月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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